
酪農とちぎ農業協同組合　2003. 5.10●1

　

新
緑
の
若
葉
が
映
え
、
清
々

し
い
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を

迎
え
ま
し
た
。
例
年
で
す
と
海

外
へ
の
移
出
組
も
、
今
年
は
飛

び
石
連
休
に
加
え
、
政
情
不
安

・
新
型
肺
炎
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
を
避
け
、

「
安
近
短
ア
ウ
ト
ド
ア
」
志
向

の
増
加
に
よ
り
、
県
内
の
行
楽

地
は
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

夏
季
放
牧
は
四
月
二
十
八
日
、

「
塩
谷
町
営
豊
月
平
牧
場
」
に

始
ま
り
、
組
合
よ
り
県
内
四
放

牧
場
に
六
百
五
十
頭
が
入
牧
し

ま
し
た
。
放
牧
牛
達
は
今
後
約

五
ヶ
月
間
、
豊
か
な
自
然
と
澄

み
き
っ
た
大
空
の
下
で
過
ご
し

ま
す
。

　

家
族
揃
っ
て
の
田
植
え
作
業

も
済
ま
せ
、
こ
れ
か
ら
春
の
農

繁
期
に
な
り
ま
す
が
、
愛
牛
の

暑
熱
対
策
は
早
め
に
行
っ
て
下

さ
い
。
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今
年
も
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
を
併
催
し
、
ふ

れ
あ
い
広
場
に
お
い
て
は
、
青
年
部
の
協
力
に
よ
る

搾
乳
体
験
・
仔
牛
体
重
当
て
・
ミ
ニ
動
物
園
・
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
が
、

な
か
で
も
、
ミ
ニ
動
物
園
・
ワ
タ
ア
メ
等
は
子
供
達

に
大
変
な
人
気
で
し
た
。

　

大
抽
選
会
は
、
ス
ピ
ー
ド
く
じ
方
式
で
行
わ
れ
、

「
温
泉
宿
泊
券
」
・
「
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
」
な
ど
を

引
き
当
て
た
幸
運
な
方
々
を
目
に
し
ま
し
た
。
他
に
、

牛
乳
普
及
協
会
に
よ
る
手
作
り
バ
タ
ー
体
験
・
牛
乳

早
飲
み
大
会
等
を
催
し
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流

に
協
力
頂
き
ま
し
た
。

　

酪
農
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
で
あ
る
共
進
会
は
に
は
、

百
頭
（
未
経
産
牛
四
十
六
頭
・
経
産
牛
五
十
四
頭
）

の
精
鋭
牛
が
全
域
か
ら
集
ま
り
、
八
部
門
に
お
い
て

高
い
レ
ベ
ル
で
の
改
良
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

審
査
員
は
、
北
海
道
別
海
町
の
酪
農
家
・
山
田
光

男
氏
を
迎
え
、
的
確
な
ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
と
分
か
り
や

す
い
講
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　

共
進
会
の
華
、
デ
イ
リ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
に
よ
る
入

賞
牛
の
リ
ボ
ン
装
着
は
、
横
山
ひ
と
み
さ
ん
（
那
須
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町
）、
塩
野
目
早
生
さ
ん
（
烏
山
町
）
の
二
名
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
名
誉
賞
は
未
経
産
の
部
に
相
馬
健

一
さ
ん
（
黒
磯
市
）、
経
産
の
部
で
井
上
栄
一
さ
ん

（
矢
板
市
）
並
び
に
菊
池
善
也
さ
ん
（
南
那
須
町
＊

二
年
連
続
）
に
輝
き
ま
し
た
。
共
進
会
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
開
催
さ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ウ
は
、

緊
張
す
る
審
査
開
場
に
ど
よ
め
き
と
温
か
い
声
援
の

中
で
行
わ
れ
、
懸
命
に
牛
を
引
く
姿
が
と
て
も
微
笑

ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
は
、
高
塩
純
君

（
塩
原
町
）、
優
秀
賞
に
物
井
拓
実
君
（
氏
家
町
）、

優
良
賞
に
植
木
大
貴
君
（
今
市
市
）
が
選
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
並
び
に
業
者
の
ご
協
力
の
も
と

に
、
乳
製
品
・
牛
肉
料
理
等
の
模
擬
店
が
開
か
れ
大

変
盛
況
で
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
会
の
協
力
に
よ
る
「
け
ん
ち
ん
う
ど

ん
」・
地
域
酪
農
組
合
に
よ
る
「
焼
肉
」
が
、
昼
食
に

振
る
舞
わ
れ
大
変
好
評
で
し
た
。（
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。）

第
二
回
酪
農
ま
つ
り
盛
会
に
開
催
さ
る

（
第
二
回
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
）
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組
合
の
恒
例
行
事
「
酪
農
ま
つ
り
」
を
四
月
十
三
日
、
西
那
須
野
町
「
酪
農

試
験
場
」
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
初
の
開
催
日
を
順
延
し
て
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
桜
咲
く
穏

や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、
早
朝
よ
り
組
合
員
と
家
族
並
び
に
来
賓
・
消
費
者
約

二
千
名
が
集
い
、
組
合
員
同
志
の
親
睦
と
消
費
者
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

おいしい牛乳をゴックン

山田光男審査員

名誉賞を受賞された皆さんと共に

　

デ
イ
リ
ー
プ
リ
ン
セ
ス

横
山
ひ
と
み
さ
ん（
右
）

塩
野
目
早
生
さ
ん（
左
）

お楽しみ抽選会

ジュニアショウ
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６部　矢板市　井上　栄一 氏 ８部　南那須町　菊池　善也 氏１部　黒磯市　相馬　健一 氏

未経産の部　名　誉　賞 経 産 の 部　名　誉　賞

７部　一席　大滝　信夫　氏

５部　一席　渡辺　　透　氏

４部　一席　小林　幸雄　氏

３部　一席　梶村　健介　氏

２部　一席　那須拓陽高校

アロー カップ インパクト エルトン ケン ストーンリバー キャンディ リー キクイチ プリンセス ジュラー チャンプ

住　所出 品 者入　賞　牛　名　号出品番号賞部 別

黒 磯 市相馬　 健一アロー カップ インパクト エルトン ケン111

名 誉 賞

未経産

矢 板 市井上　 栄一ストーンリバー キャンディ リー602経 産

南那須町菊池　 善也キクイチ プリンセス ジュラー チャンプ806経 産

黒 磯 市相馬　 健一アロー カップ インパクト エルトン ケン111優 等 賞 一 席

第１部 那 須 町清水　 時雄スマ グット ラデュック115優 等 賞 二 席

黒 磯 市大関　 一男ビックバリア アンコール105優 等 賞 三 席

西那須野町那須拓陽高校タクヨウ アンジェリナ レイダーダーハム213優 等 賞 一 席

第２部 塩 原 町和田　　 泰リージェント リリー キム218優 等 賞 二 席

宇都宮市川田　 佳男コアーズクラブ ジュエル ダーハム セカンド ET207優 等 賞 三 席

市 貝 町梶村　 健介KZMR ロング サウンド ダーハム305優 等 賞 一 席

第３部 黒 磯 市平野　　 薫プレイン ルーベンス キッド308優 等 賞 二 席

黒 磯 市佐藤　 和幸ハッピーリング マンデル エルマー307優 等 賞 三 席

上河内町小林　 幸雄シルクランド プリティ ルーベンス410優 等 賞 一 席

第４部 那 須 町清水　 正彦グリーンハイツ エレガント アディダス（B.U.)408優 等 賞 二 席

那 須 町伊藤　 高行ミスティ バークウイル ベル413優 等 賞 三 席

塩 原 町渡辺　　 透ニューウインド バーツ ルドルフ（B.U.)505優 等 賞 一 席

第５部 黒 磯 市人見　 泰弘グリーンエバー ウェード リーナ ET503優 等 賞 二 席

芳 賀 町古谷　 康典ジェネラル リードマン チーフ506優 等 賞 三 席

矢 板 市井上　 栄一ストーンリバー キャンディ リー（B.U.)602優 等 賞 一 席

第６部 上河内町小林　 幸雄シルクランド ダビドソン ジャスティスエアロ617優 等 賞 二 席

那 須 町桃井　 一嘉ピーチウェル クレバー ホリデー604優 等 賞 三 席

市 貝 町大滝　 信夫コージー アイロー アリス（B.U.)704優 等 賞 一 席

第７部
上河内町小林　 幸雄シルクランド ハイポイント ローラー サイツ701優 等 賞 二 席

宇都宮市駒場　　 久コマバファーム ミロード マンデル スターダム703優 等 賞 三 席

宇都宮市駒場　　 久コマバファーム ミロード マンデル スターダム703ベストプロダクション

南那須町菊池　 善也キクイチ プリンセス ジュラー チャンプ（B.U.)806優 等 賞 一 席

第８部
南那須町桧山　 嘉男エム サンライズ スカイブリットアンディ808優 等 賞 二 席

今 市 市山中　 橘男アドミラル ジャバ インスピレーション803優 等 賞 三 席

南那須町桧山　 嘉男エム サンライズ スカイブリットアンディ808ベストプロダクション

※入賞牛名号内の（B.U.）はベストアダーです。
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去
る
三
月
二
十
二
日
、
経
済
連
矢
板

家
畜
市
場
に
て
、
栃
木
県
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
改
良
同
志
会
（
臼
井
勉
会
長
）
主
催

に
よ
る
、
第
三
十
四
回
栃
木
県
Ｂ
＆
Ｗ

シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
よ
り
九
十
四
頭
が
出
品
さ

れ
、
審
査
員
に
は
北
海
道
紋
別
市
の
酪

農
家
・
永
峰
勝
利
氏
を
招
き
改
良
成
果

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
受

賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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出　　品　　者生年月日名　　　　　号賞

西那須野町　県酪農試験場Ｈ
10.11.17マロニエ ムーンリバー ジェッド ＥＴシニアグランドチャンピオン

那須町　佐久間隼人Ｈ
09.06.14ナス プレリー ブラック ジユラーシニアリザーブチャンピオン

南那須町　中山　真介Ｈ
12.11.25パインツリー エバ クリスタル クストーインターミディエイトグランドチャンピオン

南那須町　中山　真介Ｈ
11.11.25パインツリー ロング フィールド ミランインターミディエイトリザーブチャンピオン

西那須野町　那須拓陽高校Ｈ
13.09.04タクヨウ レリーダー エンコアジュニアチャンピオン

黒磯市　眞嶋　大輔Ｈ
14.08.14スノーライト Ｒ アイｰン ＥＴジュニアリザーブチャンピオン

組
合
員
八
名
が
全
員
当
選

　
　

地
方
選
の
市
・
町
議
選
に
て

　

統
一
地
方
選
挙
の
後
半
戦
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
、
市
・
町
議
会
議
員
選
挙

に
本
組
合
員
八
名
が
立
候
補
さ
れ
、
見

事
に
全
員
当
選
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
と
共
に
当
選
を
祝
し
、
今
後

の
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

（
敬
称
略　

順
不
同
）

シニア　リザーブ　チャンピオン受賞
佐久間隼人さんと共に

第34回栃木県Ｂ＆Ｗショウ受章一覧

黒磯市
人見　菊一（四期）

烏山町
小森　幸雄（五期）

黒磯市
高久　武男（四期）

茂木町
谷中　崇一（三期）

芳賀町
小林　隆志（一期）

野木町
三橋　昭夫（二期）

二宮町
星野　　守（一期）

芳賀町
大島　　浩（一期）
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那
須
高
原
支
所

　

那
須
高
原
支
所
管
内
女
性
会

四
支
部
合
同
講
演
会
開
催　

　

三
月
十
七
日
に
黒
磯
市
内
の
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
栃
木
県
農
業
会
議
会
長
の

岩
崎
実
氏
を
招
き
、
講
演
会
を
開
催
致

し
ま
し
た
。

　

百
四
十
名
と
多
数
の
出
席
者
で
会
場

い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
岩
崎
講
師
の
信
条

「
み
ん
な
の
夢
を
か
た
ち
に
す
る
こ
と
」

と
い
う
熱
い
胸
の
う
ち
を
語
っ
て
頂
き

ま
し
た
。岩
崎
さ
ん
は
、地
元
の「
い
ち

ご
」を
売
り
込
む
と
き
、必
ず「
天
下
一

品
」
と
「
日
本
一
」
と
い
う
言
葉
を
口

に
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
話
で

し
た
。
講
演
終
了
後
の
懇
親
会
席
上
に

お
い
て
も
交
流
が
深
め
ら
れ
、
講
師
に

他
の
講
演
会
の
時
、「
い
ち
ご
」
と
「
牛

乳
」
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
仲
で
あ
る

と
言
葉
に
し
て
下
さ
い
と
お
願
い
し
、

盛
会
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

題
な
ど
、
課
題
を
残
し
て
い
ま
す
が
、

身
近
な
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

組

織

活

動

　

塩
谷
地
域
酪
農
組
合
高
根
沢
支
部
通

常
総
会
開
催
、
三
月
二
十
四
日（
月
）高

根
沢
町
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
、
出
席
者
二

十
四
名
。

　

塩
谷
地
域
酪
農
組
合
矢
板
支
部
通
常

総
会
開
催
、
四
月
十
四
日（
月
）矢
板
市

城
の
湯
ふ
れ
あ
い
館
、
出
席
者
十
四
名
。

　

女
性
会
那
須
南
支
部
通
常
総
会
開
催
、

四
月
十
八
日（
金
）烏
山
町
美
喜
寿
司
、

出
席
者
二
十
一
名
。

　

い
ず
れ
の
総
会
も
全
て
の
議
案
に
つ

い
て
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

栃
木
県
南
支
所

　

二
宮
町
沖
酪
農
青
年
部
視
察
研
修

　

去
る
三
月
四
日
、
茨
城
県
水
戸
市
内

の
優
良
酪
農
家
二
戸
を
視
察
し
ま
し
た
。

平
成
九
年
に
フ
リ
ー
バ
ー
ン
牛
舎
を
新

築
し
た
「
菅
谷
求
牧
場
」
は
、
粕
類
を

上
手
に
利
用
し
た
Ｔ
Ｍ
Ｒ
給
与
を
実
践

　

宇
都
宮
支
所

　

敷
料
に
廃
紙
利
用
の
試
み
開
始

　

小
林
幸
雄
さ
ん
（
上
河
内
町
）
は
カ

ウ
ハ
ッ
チ
の
床
敷
と
し
て
廃
紙
の
再
利

用
を
始
め
ま
し
た
。
廃
紙
は
町
役
場
で

裁
断
処
理
さ
れ
た
幅
二
〜
四
ミ
リ
の
中

性
紙
や
再
生
紙
な
ど
で
、
こ
の
再
利
用

の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
焼
却
処
分
せ

ず
に
敷
料
と
し
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
効
果
、

わ
ら
や
お
が
屑
に
比
べ
雑
菌
が
少
な
く

衛
生
面
で
の
向
上
、
糞
と
混
ぜ
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
た
い
肥
化
さ
せ
易
い
な
ど

期
待
出
来
そ
う
で
す
。

　

現
段
階
は
、
週
一
回
軽
ト
ラ
ッ
ク
一

台
分
程
の
廃
紙
を
無
償
で
譲
り
受
け
、

子
牛
の
カ
ウ
ハ
ッ
チ
二
十
台
程
に
敷
き
、

吸
水
性
等

の
機
能
面

を
テ
ス
ト

中
と
の
こ

と
で
す
。

ま
た
、
廃

紙
の
量
の

確
保
・
金

銭
面
の
問

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
牛
舎
の
屋
根

が
高
く
、
換
気
は
抜
群
で
、
古
紙
と
石

膏
ボ
ー
ド
を
大
量
に
使
用
し
高
々
と
積

み
上
げ
た
ベ
ッ
ド
に
は
驚
き
ま
し
た
。

　

種
付
け
は
和
牛
の
本
交
が
基
本
で
、

分
娩
間
隔
十
三
ヶ
月
以
下
と
い
う
す
ば

ら
し
い
成
績
で
し
た
。

　

ま
た
、
水
戸
市
総
合
運
動
公
園
の
隣

に
位
置
す
る
「
橘
和
宏
牧
場
」
は
、
昭

和
五
十
四
年
に
ハ
ウ
ス
式
糞
乾
施
設
と

堆
肥
舎
を
建
設
し
、
早
く
か
ら
堆
肥
処

理
に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
ま
し
た
。
近

く
に
は
病
院
も
あ
り
、
周
辺
は
住
宅
地

の
為
、
糞
尿
の
処
理
に
は
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
、
参
加
者

一
同
意
義
の
あ
る
研
修
で
し
た
。

　

支
所
会
議
予
定

五
月 
八 
日　

支
所
活
動
推
進
協
議
会

五
月 
八 
日　

地
域
酪
農
組
合
役
員
会

五
月
十
六
日　

青
年
部
芳
賀
支
部
総
会

五
月
十
九
日　

青
年
部
河
内
南
部

　
　
　
　
　
　

下
都
賀
支
部
総
会

五
月
二
十
日　

女
性
会
芳
賀
支
部
総
会

五
月
二
十
二
日　

女
性
会
河
内
南
部

　
　
　
　
　
　

下
都
賀
支
部
総
会

五
月
下
旬　

地
域
酪
農
組
合
総
会
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� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

�　体細胞数の推移

�　脂肪率の推移

生
乳
販
売
部

　

三
月
の
生
乳
の
販
売
状
況
は
、
例
年

で
す
と
春
休
み
に
入
り
学
給
向
け
の
処

理
が
無
く
な
る
事
か
ら
余
乳
が
大
幅
に

発
生
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
が
、
今
年

度
は
飲
用
向
け
生
乳
の
好
調
と
生
産
減

に
よ
り
、
加
工
発
生
率
が
関
東
生
乳
販

連
に
お
い
て
十
・
五
％
（
前
年
よ
り
四

・
三
％
減
）、前
年
比
六
十
八
・
三
％
と

大
幅
に
減
少
し
、
需
給
は
堅
調
な
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
累
計
で

の
加
工
率
は
五
・
六
％
と
前
年
度
よ
り

二
・
六
％
減
少
（
前
年
比
六
十
六
％
）

の
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

都
府
県
の
生
乳
生
産
減
産
続
く

　

都
府
県
に
お
け
る
生
乳
生
産
は
回
復

の
兆
し
が
見
ら
れ
ず
、
前
月
同
様
減
産

傾
向
に
あ
り
、
三
月
は
関
東
生
乳
販
連

に
お
い
て
前
年
比
九
十
六
・
五
％
と
大

幅
な
落
ち
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
特
に

酪
農
と
ち
ぎ
以
外
の
会
員
に
お
い
て
は

前
年
比
六
十
九
〜
九
十
八
％
と
大
幅
な

減
少
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
組
合
の
生
産
乳
量
は
三
月
も
十
一

月
か
ら
の
減
少
傾
向
が
変
わ
ら
ず
続
い

て
お
り
、
前
年
比
九
十
九
％
と
な
り
ま

し
た
。
支
所
別
で
見
る
と
那
須
高
原
支

所
・
県
南
支
所
は
百
％
の
実
績
と
な
り

ま
し
た
が
、
宇
都
宮
支
所
は
九
十
四
％

と
前
年
を
六
％
下
回
っ
て
お
り
、
早
期

の
生
産
回
復
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

乳
質
に
お
い
て
三
月
は
無
脂
固
形
分

率
に
つ
い
て
は
前
年
を
〇
・
一
％
上
回

り
ま
し
た
が
、
脂
肪
率
、
細
胞
数
に
つ

い
て
は
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。
特
に

細
胞
数
に
つ
い
て
は
一
月
・
二
月
と
平

均
で
前
年
よ
り
約
一
・
三
万
向
上
し
ま

し
た
が
、
三
月
は
逆
に
約
一
・
七
万
増

加
し
平
均
で
二
十
五
。
八
万
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
、
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
乳
質

の
低
下
が
心
配
さ
れ
る
季
節
と
な
り
ま

す
の
で
、
乳
牛
の
飼
養
管
理
に
努
め
乳

成
分
及
び
衛
生
的
乳
質
の
更
な
る
改
善

に
ご
努
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

三
月
ま
で
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
の

推
移
は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

酪　

農　

部

　

乳
牛
飼
養
動
態
調
査
よ
り

　

三
月
一
日
現
在
の
乳
牛
飼
養
動
態
調

査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

�　無脂乳固形分率の推移

�　乳量の推移

�
�
�
���
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継
牛
の
確
保
や
、
計
画
的
な
初
妊
牛
導

入
等
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

慮
し
ま
す
。

〔単位：頭，千円（税込）〕

６０１　
　以上

５５１　
 ～６００

５０１　
 ～５５０

４５１　
 ～５００

４０１　
 ～４５０

～４００ＥＴ牛
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

１２２６１５３１３０３７１９１０４９７３７７８日十 勝

５３８９６９１６１１３１４９１３０４１０日豊 富

０４４１２３３４１２８０５１５２２１１６日釧 路

４８２１４５１３５４１１０１５０５４１７１７日根 室

１５４６１５７１２２５０２５２４４９８４１５２２日十 勝

９３８６９９９４９２０８４９２２８４２３日北 見

４５２７４７４３６１１２５０９５４４４９９２,０６２合 計

９１４２４８９０６００２１８１２０５０７２,３４３前 月

４５３１,８１８前年同月

４月ホクレン初妊牛市場成績
単位：円平成15年４月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

４３,７０８１,０５０７６,６５０－１１８ホルス雄

十
五
日

西
那
須
野

１４６,２３６６１,９５０１９８,１５０－８８Ｆ１雄

８６,１４８３６,７５０１２０,７５０－６５Ｆ１雌

４５,０００３４,０００５５,０００７０１１ホルス雄

十
七
日

館　

林
１５８,５３３１２１,０００１７９,０００６７１５Ｆ１雄

１０７,５００３７,０００１２７,０００６６２４Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

に
は
、
生
乳
生
産
量
の
維
持
・
向
上
を

図
り
、
夏
季
に
向
け
て
の
暑
熱
対
策
、

飼
養
管
理
技
術
等
の
向
上
を
図
る
と
共

に
、
放
牧
・
預
託
事
業
を
活
用
し
た
後

　

出
荷
者
は
七
二
七
戸
、
期
中
に
お
け

る
酪
農
中
止
者
が
一
九
戸（
二
・
六
％
）

あ
り
ま
し
た
。

　

飼
養
総
頭
数
は
三
九
、
九
〇
二
頭
と

前
年
よ
り
五
二
頭
の
増
加
が
あ
り
、
一

戸
当
り
の
飼
養
頭
数
は
、
一
・
五
頭
増

の
五
四
・
九
頭
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
戸
当
り
の
飼
養
頭
数
は
若
干
伸
び

て
お
り
ま
す
が
、
成
牛
は
五
五
二
頭
減

少
（
経
産
牛
二
五
〇
頭
減
少
、
初
妊
牛

三
〇
二
頭
減
少
）、育
成
牛
は
六
〇
四
頭

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

成
牛
頭
数
減
少
の
主
な
要
因
と
し
て

は
、
出
荷
戸
数
の
減
少
及
び
初
妊
牛
高

騰
に
よ
る
導
入
頭
数
の
減
少
等
が
推
察

さ
れ
ま
す
。
育
成
牛
の
増
加
に
つ
い
て

は
、
後
継
牛
を
自
家
育
成
に
よ
り
確
保

す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

三
月
〜
八
月
期
の
分
娩
予
定
頭
数
に

つ
い
て
、
月
平
均
一
、
九
四
九
と
な
り
、

六
ヶ
月
間
の
合
計
は
若
干
の
減
少
（
七

十
頭
減
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

五
月
〜
七
月
期
の
分
娩
頭
数
が
前
年
よ

り
も
三
七
二
頭
減
少
（
月
平
均
一
二
四

頭
減
）
し
て
お
り
、
需
要
期
の
停
滞
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
酪
農
経
営
基
盤
を
確
立
す
る

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績

乳牛飼養動態調査表
平成15年３月１日現在　

１戸平均
飼養頭数

飼　　　養　　　頭　　　数

出荷者数調査年月支　所　別
合　計

外　部
預託牛

育 成 牛
未種付牛

成　　　　　牛

小　計初　妊乾　乳搾　乳

５６.４２４,１７５９８５４,９８５１８,２０５２,０７８２,０９５１４,０３２４２９Ｈ１５.０３

那須高原支所 ５５.１２４,０５９１,２１７４,３８２１８,４６０２,１９２２,１８３１４,０８５４３７Ｈ１４.０４

１.３１１６－２３２６０３－２５５－１１４－８８－５３－8増　減

５１.６７,０６４２８２１,５５５５,２２７６３６５８３４,００８１３７Ｈ１５.０３

宇都宮支所 ５０.０６,９９５２８２１,３３３５,３８０６７７５５７４,１４６１４０Ｈ１４.０４

１.６６９0２２２－１５３－４１２６－１３８－3増　減

５３.８８,６６３１６１１,１７２７,３３０６４７７２４５,９５９１６１Ｈ１５.０３

栃木県南支所 ５２.０８,７９６１２５１,１９７７,４７４７９４７００５,９８０１６９Ｈ１４.０４

１.８－１３３３６－２５－１４４－１４７２４－２１－8増　減

５４.９３９,９０２１,４２８７,７１２３０,７６２３,３６１３,４０２２３,９９９７２７Ｈ１５.０３

合　　　計 ５３.４３９,８５０１,６２４６,９１２３１,３１４３,６６３３,４４０２４,２１１７４６Ｈ１４.０４

１.５５２－１９６８００－５５２－３０２－３８－２１２－１９増　減
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範
さ
ん
と
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。
末
永
く

お
幸
せ
に
。

﹇
地
域
別
説
明
会
﹈

　

地
域
別
説
明
会
を
、
次
の
通
り
開
催

致
し
ま
す
。

　

六
月 
九 
日　

西
那
須
野
事
業
所

　

六
月 
十 
日　

黒
磯
市
い
き
い
き

　
　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

六
月
十
一
日　

那
須
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　

六
月
十
六
日　

塩
谷
地
方
農
業
共
済
組
合

　

六
月
十
七
日　

芳
賀
地
方
農
業
共
済
組
合

﹇
通
常
総
代
会
﹈

　

第
二
回
通
常
総
代
会
を
、
六
月
二
十

　

�二
 
　

乳
質
保
全
規
程
の
一
部
改
定
に

つ
い
て

　

�三
 
　

関
東
生
乳
販
連
へ
の
販
売
対
策

経
費
の
賦
課
に
つ
い
て

　

�四
 
　

平
成
十
五
年
度
生
乳
計
画
生
産

割
当
に
つ
い
て

　

�五
 
　

平
成
十
五
年
度
事
業
計
画
案
に

つ
い
て

�
�
�
�
�

　

祝　

ご
結
婚

矢
板
市
の
斎
藤
智
美
さ
ん
（
斎
藤
修

氏
長
女
）
が
、
四
月
十
九
日
に
新
郎
孝

酪農とちぎ機関誌【第13号】
■発行／酪農とちぎ農業協同組合　　■企画・制作／総務部

�

�

�

�

��������������

��������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

前
に
、
メ
ー
カ
ー
側
に
五
月
中
の
回
答

を
求
め
て
い
る
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

原
乳
価
格
は
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
ご
と

に
買
い
入
れ
価
格
が
多
少
異
な
る
が
関

東
生
乳
販
連
は
、「
乳
価
水
準
の
高
い
乳

業
者
か
ら
優
先
的
に
配
分
す
る
」、ま
た

原
乳
用
途
別
に
見
て
「
醗
酵
乳
向
け
等

よ
り
飲
用
向
け
に
重
点
を
置
く
」
等
、

い
わ
ゆ
る
有
利
販
売
を
徹
底
す
る
な
ど

の
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

　

今
年
の
交
渉
は
、
広
域
指
定
団
体
が

設
立
当
初
か
ら
言
及
し
て
き
た
共
販
体

制
の
ま
さ
に
本
質
と
も
言
え
る
戦
い
に

な
る
と
見
ら
れ
、
各
団
体
と
も
、
要
求

実
現
に
む
け
た
全
力
の
交
渉
と
な
り
メ

ー
カ
ー
側
の
対
応
が
注
目
さ
れ
る
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

乳
価
交
渉
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
、

関
東
生
乳
販
連
は
メ
ー
カ
ー
に
前
述
の

条
件
を
提
示
し
、
強
い
立
場
で
交
渉
に

当
た
り
ま
す
が
、
最
悪
の
場
合
は
配
乳

を
停
止
す
る
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
れ
に
伴
う
生
乳
処
理
の
資

金
と
し
て
、生
産
者
自
ら
の
積
立
金
に
よ

り
対
策
費
を
造
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

生
乳
出
荷
一
キ
ロ
当
た
り
三
十
銭
の

拠
出
金
を
、
四
月
分
乳
代
よ
り
積
立
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
拠
出
金
に
つ
い
て
は
、

未
使
用 
或 
い
は
残
金
が
出
た
場
合
は
年

あ
る

度
末
に
清
算
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

（
Ｗ
）

　

広
域
指
定
団
体
・
全
国
連
は
、
平
成

十
五
年
度
飲
用
乳
価
交
渉
の
早
期
決
着

を
め
ざ
し
て
、
一
月
下
旬
取
引
先
メ
ー

カ
ー
に
対
し
値
上
げ
要
求
を
行
っ
た
。

　

今
年
は
昨
年
以
上
に
原
乳
の 
逼  
迫 
が

ひ
っ 
ぱ
く

予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
関

東
周
辺
地
域
の
各
県
の
酪
農
家
戸
数
及

び
乳
牛
飼
養
頭
数
の
減
少
か
ら
も
明
ら

か
で
、
七
、
八
、
九
月
の
需
要
期
に
は
、

北
海
道
か
ら
の
出
荷
能
力
を
超
え
る
数

量
が
必
要
と
の
見
方
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
需
要
の
状
況
を 
睨 
ん
で
、

に
ら

生
産
者
側
は
夏
の
生
乳
需
要
期
に
入
る

三
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

平
成
十
四
年
度
脱
退
予
告
に
つ
い
て

　

�三
 
　

日
本
酪
農
政
治
連
盟
酪
農
と
ち

ぎ
支
部
の
収
支
報
告
に
つ
い
て

　

�四
 
　

乳
牛
飼
養
調
査
に
つ
い
て

　

�五
 
　

Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
に
対
す
る
要
請
に
つ
い
て

　

�六
 
　

専
門
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

二
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

� �

�
�

�
�

� �
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�
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�����������

◇●
 

「
う
る
さ
い
」
を
当
て
字
で

「
五
月
蝿
い
」
と
書
き
ま
す
が
、

文
字
通
り
五
月
の
蝿
は
う
る
さ

い
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
ん
な「
五
月
蝿
い
」に
な
ら
っ

て
当
て
字
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

（
実
際
に
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

五
月
親
父
→「
う
っ
と
う
し
い
」

　

語
源　

私
の
親
父
が
サ
ツ
キ
の

自
慢
を
興
味
な
い
私
に
し

て
い
る
様
。

　

六
月
親
父
→「
か
ん
け
い
な
し
」

　

語
源　

私
の
親
父
が
解
禁
日
と

同
時
に
天
候
に
関
係
無
く

川
に
い
る
様
。

　

あ
と
で
怒
ら
れ
そ
う
な
の
で
こ

の
へ
ん
に
し
て
お
き
ま
す
。

◇●
 

い
わ
ゆ
る
五
月
病
シ
ー
ズ
ン
到

来
で
す
。
個
人
的
に
は
五
月
病

に
感
染
し
た
こ
と
が
無
い
の
で

ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か
分
か

り
か
ね
ま
す
が
、
生
活
環
境
の

激
変
か
ら
来
る
ス
ト
レ
ス
な
ど

が
原
因
の
よ
う
で
す
。
友
人
と

話
し
た
り
す
る
こ
と
が
快
方
へ

向
か
う
特
効
薬
だ
そ
う
で
す
。

気
持
ち
の
良
い
五
月
晴
れ
の
よ

う
に
、
気
持
ち
も
晴
れ
や
か
に

過
ご
し
た
い
で
す
ね
。
（
Ａ
）
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七
日（
金
）高
根
沢
町
民
ホ
ー
ル
で
開
催

致
し
ま
す
。


